









2)相 対売買仕方 ・貨物市法(市 法商法)
3)御 定高仕方 ・銅代物替 ・長崎会所貿易
1.鎖 国政策前史一 日本貿易の歩み一
日本の鎖国政策の始 まりは,秀 吉の1588(天 正16)年 海賊禁止令 ・朱印船貿易政策 と1587年
(天正15)年 のキリシタン宣教師追放令発令によって,経 済(貿 易)と 政治(宗 教)と の未分
離な状況が現われてきた ときと考 えられる。そこで,鎖 国までの日本貿易の歩みを簡略 にみて
お く必要があるだろう。
上古か ら平安中期にいたるまでは,朝 貢貿易時代 と位置づけることができる。 それは朝貢と
いう国際的儀礼の形で,貢 物(財 貨)が 平和的に交換され,国 際的移転が行われる歓待貿易制
度 といえる。上古の朝貢貿易については 『後漢書東夷列伝』や 『魏志倭人伝』に,ま た,律 令
体制の飛鳥 ・奈良時代の聖徳太子摂政の 「遣階使」派遣を伝 える 『晴書倭国伝』 に史料が残さ
れ,朝 貢貿易の姿をみることができる。
史料1.追 陪使の派遣
大業3年 其の王歩利思比孤使 を遣はして朝貢す。使者曰 く 「聞 く海西の菩薩天子,重
ねて仏法を興す と。故 に遣はして朝拝せしめ,兼 ねて沙門数10人 をして,来 りて仏法 を学
ばしむ」 と。其の国書 に曰く 「日出ずる処の天子,書 を日没する処の天子に致す,悪 無 き
こう ろ
や,云 云」と。帝之を覧て悦ばず。鴻櫨卿に謂ひて曰 く,「蛮夷の書無礼なる物有 り,復 以
(1)
って聞する勿れ」 と。明年,上 文林郎斐世清を遣はして倭国に便せ しむ。『階書倭国伝』
(1)安 藤達朗著 「大学への 日本史」1992年 研文書院(史 料6)547頁 よ り引用。
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「解説」 この史料は中国の史書 「請書倭国伝」によるものであり,中 国側から朝貢貿易の
記録で,こ れを裏付 ける史料 はない。『日本書紀』の伝える607年 に小野妹子を階に派遣 した時
の中国の記録であり,日 本側 の国書晴 と対等の立場 としたことを蝪帝がよろこばなかったにも
かかわらず答札使文林郎斐世清を日本 に派遣 し,中 ・日朝貢貿易を大事にした ことが史料によ
り理解 される。大業3年 は階の蝪帝の年号で607年 であ り,翌608年 に日本 も再 び小野妹子を晴
たかむこのくろまち みなぶちのしようあん そうみん




この遣階使に続 き,壬 申の乱(672年)後,一 時中断された晴から唐に移った中国 との遣唐使
いぬかみのみ た すき
交流が,大 宝律令制定(701年)を 契機に復活された。遣唐使は犬 上御田鍬による630年 の第1
回派遣にはじまり,北 路(壱 岐 ・対馬か ら朝鮮半島西岸北上 し,黄 海か ら山東半島に上陸)コ
ースで行われていたが,676年 新羅の朝鮮半島統一から両国の関係が不和 となり,南 路(九 州を
南下 して西南諸島を経由するか,九 州か ら東シナ海を横断 して,揚 子江流域に上陸)コ ースに
変更 した ことは注目される。当時の律令国家が,造 船 ・航海技術の未熟ななか南路の危険をお
して進めた遣唐使交流の重視策 をとったことは朝貢貿易にとって大事 なことだ とお もう。阿倍
きびのます び
仲磨 ・吉備真備。玄防をはじめとした遣唐使の随行留学生の帰国後の活躍が これを物語 るだろ
う。 また,唐 か らも鑑真高僧が随行 し,遣 唐使の 日本の文化 ・経済の発達に果 した役割 は大き
かった といえる。この遣唐使の交易は,894年(寛 永5)年 菅原道直の唐か ら学ぶことなしの廃
止建 白まで続 けられた。
この時代の朝貢貿易は,新 羅 は不調であったが,7世 紀に満州で建国したツングース族の渤
海 は,唐 ・新羅 に対抗 して,727(神 亀4)年 に朝貢 してきた。渤海使 は727年 か ら926年 契丹に
滅 ぼされる200年 間に36回 の使節を派遣 したが,最 初の唐対抗朝貢 目的から渤海から毛皮・ニン
ジン ・蜂蜜などを日本から綿絹布や糸などを持ち帰 るという経済的交易に変化 して きた。航路
こう ろ
が日本海を横断 して越前 ・能登 に上陸 したことか ら,敦 賀の松原客館や京都の鴻臆館に立ち寄
り,歓 待をうけなが ら中央の謁見の指令 を待つという朝貢方法をとった。その館 は 「内蔵寮」
の官人が,そ の任にあたった ことか ら,来 朝 ・離朝の中継所の役所 と考えることができる。筑
前博多を中心 として去来 した遣唐使 も大宰府の外港博多津 ・難波津 ・京都の鴻腫館を利用して
いる。
平城京から平安京に都が移 る平安時代 に入るころから,館 による朝貢貿易に変化がみられた。
その歴史的変化の背景をみると第1に 律令政治体制の変化である。天皇中心の 「側近政治」か
ら律令官人の実務能力を尊重 した 「官人政治」へ と移 り,中 央(朝 政)か ら地方(国 司・受領)
(2)「 同 書 」,548頁 。
(29)'鎖 国政策下の日本貿易29
へ律令政治の実権が移動 しはじめていた こと。第2は 平安中期に遣唐使や渤海使節の入貢が断
絶 し,朝 貢形式の貿易が姿 を消 していた こと。
これらの平安期の歴史的変化が新 しい形態の貿易を生みだ した。909(延 喜9)年 のとき律令
を修正 し,今 までの朝貢貿易の太宰府鴻臆館の中央政府管理から太宰府の直接管理 に規定 を改
正 した。その結果,太 宰府の国司(受 領)や 貿易の中心地九州の国司に貿易支配が移 った。国
司の下に地方豪族の郡司がおかれ,国 司によって任命 された在庁官人 として赴任 した。 このこ
ろの地方政治は,902(延 喜2)年 に律令体制の基礎である班田制が崩壊 し,貴 族・豪族たちが
班田農地を私有地 として集積する公私混合政治が一般化 してきた。こうした政治の変化のなか
で,太 宰府の貿易 も有名無実 とな り,政 府公認貿易は地方荘園の密貿易へと移っていった。こ
の期の私貿易地 として薩摩の坊の津 ・筑前の今津,肥 前の平戸 ・対馬などが有名である。 ここ
での交易は,南 海 ・中国方面に活躍 したアラビア商人 を中心に,中 国の唐商人や新羅の中継貿
易商人が日本や朝鮮方面に産物の販路をもとめる私貿易であった。アラビア人の南海貿易によ
ってもた らされた珍奇な品物や香料 ・薬品 ・染料 ・絹織物 ・銀塊の唐物が輸入され,日 本から
や くじゆ ろ くじよう ぶ くりょう
は金 ・砂金 ・薬珠 ・水銀 ・鹿 茸 ・秩 苓や硫黄 ・板木などが輸出され,貴 族 ・土豪の直接的欲望
充足 をはかる受動的貿易であったと考えられる。 したがって,農 民 ・職人の作 りだす産業への
影響 は少なかったが,在 庁官人のなかか ら貿易商人が発生 していることは注目に値する。 しか
し,そ れを直接 しる史料は少ないが,711(和 銅4)年 の蓄銭叙法によって民間私富の国家財政
導入への途が開かれ,「 私富蓄積者は位階官職を得ることを期待 して私費を律令国家にさしだ
し,律 令国家は,私 富を受取った見返 りとして,位 階を与える。 したが って,こ れらは,寄 付
(3)
行為の外形を・とりなが ら,そ の実質 は売位なのである。」律令国家の経済構造 の変化のなかで生
れた。それが先 にみた官人政治の移行であ り,そ のもとで私費蓄積者(豪 族)の 国司 ・郡司の
地方官人 ・在庁官人がつ くられ,そ の在庁官人 のなかから貿易商人が発生したと考えることが
できる。菅原道真が命 じて記述された といわれる史書 『類聚三代格』巻19の なかに,903(延 喜
3)年8月1日 の官符に 「太宰府官内の富豪の輩,価 を踊 して貿易」云々の記事があり,官 内
の富豪の輩が土着官吏の商人化 ・兼業化 とみることができ,貿 易商人の萌芽 を示す史料 とされ
ている。
これらの地方貴族 ・土豪 などの貿易商人の活動によって,平 安末期には受動的貿易か ら能動
貿易へ と形態が変化 してきた。それは日宋貿易によって始められた。 このころの歴史的背景を
みる と,ま ず第1に 政治は,国 司 ・郡司の在庁官人が私服を肥やしそれに合せて地方の治安が
乱れ,名 主や開発領主たちがみずから武装 して土地 を守るようになり,そ こに生れたのが武芸
を専門 とする武士であり,そ の武士が戦闘 目的 として集団=武 士団が新 しい階層として台頭し
とうりょう
てきた。その武士団の首長 として武士の棟 梁 ・平氏 ・源氏 などが現れ,か れらは荘官 となり,
(3)栄 原永遠男 「奈良時代流通経済史の研究」塙書房,1992年,260頁 。
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つい ぶ し おうりょうし
在庁官人 として国衛の下級官吏になった。また,追 捕使 ・押 領使 と治安維持の任にあた り,京
に出ては検非違使や宇多天皇の設置 した滝口の武士となり,貴 族に仕えてその護衛者 となった。
その武士団が歴史のうえに登場 したのが,935(承 平5)年 か ら94(天 慶4)年 にわたる承平・
天慶の乱における関東武士平将門 と西国の藤原純友とが絡んだ乱に武士の棟梁としてその名 を
全国に示 した。
つぎに,こ の ころ,先 の乱を起 した藤原純友の瀬戸内海での海賊行為や九州での新羅人の海
賊活動が活発 になってきたことである。純友は 「賃船の人」 といわれる海民で,南 海 ・山陽両
道 を舞台に海賊 を率い,官 物の掠奪 と太宰府をはじめ官舎の焼打ちなどの反乱を起 し,追 補使
小野好古 ・源経基に討伐 されるまで海賊(水 軍)の 棟梁であった。瀬戸内海が海賊の温床 とな
ったのは,こ の地域が官物や荘園年貢輸送の大動脈であった ことであり,ま た,こ の海賊の追
補使 として勢力を拡大 したのが,伊 勢平氏 ・平正盛 ・平忠盛などの名があがる。
一方,九 州地方の新羅海賊の活動 は869(貞 観11)年 の博多津襲撃 をはじめ肥前 ・肥後 ・対馬
へ と拡大 し,略 奪の対象は太宰府への貢納品が主なものであったが,瀬 戸内海 と異な り,海 賊
と九州の官人 ・郡司などと密接な結びつきがあり,朝 廷の追補使討伐は困難であった。9世 紀
(4)前半
に,新 羅人張宝高の活動によって,唐 ・新羅 ・日本の三国間貿易が形成 されていた。
平安末期 には,貴 族 ・土豪の受動的貿易から倭冠 ・進貢の能動的貿易に変化 していった。そ
の主役は平忠盛(1096～1153年)に よって開かれ,平 清盛(1118～81年)に よって日栄貿易 と
して育 てられ,鎌 倉時代の発展へ と受 け継がれていった。平清盛は延期以来の貿易政策の改革
を後 白河法皇(1127～92)年 に進言 し,宋 人 を福原の別荘に引見 し朝貢貿易 を再開した。その
うえ,清 盛 は兵庫に大輪田泊を築造 して宗商船を瀬戸内海 に誘引するなどして宗 との貿易の発
展に務 めた。その宗貿易を平家滅亡後 は鎌倉幕府が受け継 ぎ1186(文 治2)年,天 野遠景を鎮
西九国奉行 に任命 して太宰府の管理下 にお き,武 藤(少 弍)資 頼を鎮西西方奉行職に,大 友能
直を鎮西東方奉公職 に就任させたが,こ の二氏は海外貿易管理の実権 を握 り前期の貴族 ・土豪
の私貿易に戻 してしまった。そこで幕府 は,制 度を整 え外国貿易を直接統制するために1254(建
長6)年 に渡宋船の数を5艘 と限定 し,ま た,日 本の貿易港を博う とし,渡 来船は明州港にし
宋の市舶司・市舶務の管理下 に置 く貿易の積極政策をとった。 この平家(六 波羅政権)・源氏(鎌
倉幕府)の 宗貿易は両家に貿易の利をあたえるだけでなく,宗 銭の流入によって商品 ・貨幣流
通 の発展に寄与 したことは経済史的に大きな意義 をもったといえる。当時の輸出品は金・砂金・
珠子 ・薬珠 ・水銀 ・鹿茸 ・秩苓 ・硫黄 ・蝿頭 ・松板 ・杉板 ・檜板 ・蒔絵 ・水晶細工 ・刀剣 ・扇
な どで,輸 入品は沈香な どの香料 ・綾 ・錦 ・羅などの絹織物 ・薬品 ・銀などであ り,宗 銭 もか
わ こう
な り輸入された。歩 くの輸出入品をもたらした倭冠 ・進貢の交替貿易 は日本経済に分業 と交換
(4)荒 野泰典他編 「アジアのなかの日本史」III海外 の道,東 京大学出版会,1993年,収 録,佐 伯弘
次 『2:海 賊論』 を参照。
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を発達させ,急 速 に現物経済 を崩壊させていった。
その倭冠貿易も,1279年 に宗が元に滅ぼされ元冠 となってか らは,日 本 と中国 との交易は減
少 し,そ のうえ,朝 鮮 ・中国沿岸 を略奪する日本 ・朝鮮 ・中国人の武装商人団=海 賊の動きが
活発化 してきた。海賊の活動は,869(貞 観11)年 の新羅海賊の博多津襲撃にはじまり,893(寛
平5)年 の肥前 ・肥後 ・翌年対馬 ・997(長 徳3)年 の奄美の南方海賊が九州沿岸 を襲 った事
件,そ して,1019(寛 仁3)年 平安時代最大の外冠にみまわれた。刀伊 ・蒙古の北方系遊牧民
(5}
の海賊行為は人を奪い,民 家 を焼 き,馬 牛 を斬食するなど残酷なものであった という。 これが
と い
海賊前史 といえるが,鎌 倉時代 に入ると刀伊の入選 ・元など他国人の侵冠や日本人の高麗への
倭冠の海賊的行動が一段 と激 しい ものとなった。
これに対 し,鎌 倉幕府は海賊行為を謀判 ・殺害など同じ 「重科」(『御成敗式目』11条)と し,
その追捕を守護職 の重大な職務(『御成敗式目』3条)と するな ど厳 しく対応 した。一方幕府は
初期倭冠対策 として高麗 との外交交渉によって対応 した。具体的例示 として,当 時太宰府の最
高責任者である武藤資頼の対応 をみてみたい。彼は,上 泰 を経ず,高 麗国使の面前で悪徳倭冠
(6)
90人 を斬首 し,「賊船冠辺之罪」を謝罪 し 「修好互市」による高麗貿易を要請 している。幕府自
身海賊船の危険か ら貿易商船 を守るために,建 長寺再建費 を得ることもあって,幕 府の公認 と
保証 した元への公許貿易船政策 をとった。いわゆる 「建長寺船政策」であ り,勘 合船貿易へ連
なることになると考 えられる。
1360年 元が明に滅ぼされてからも,中 国への倭冠の活動 は続いた。そのため明は,鎌 倉幕府
から室町幕府 に移ったわが国 に,元 冠からの日中間の準戦時体制 を解き朝貢貿易 として,私 貿
易 を禁 じ 「市舶提挙司」を設置して貿易の管理にあたった。これに対 して,室 町幕府 は,鎌 倉
時代の建長寺船にみられた倭冠防止のための勘合府制度を継続 した。1341(暦 応4)年 に足利
尊氏 の天龍寺船の派遣,1401(応 永8)年 の義満による僧祖阿 ・月富を遣明使 として送 った幕
府の公認 と保証された貿易船の派遣などによって,1404(日 本=応 永11・ 明国二永楽2)年 に
これを両国が日明勘合貿易の盟約 として締結させた。 この盟約を 「永楽要約」 とよび,そ の内
容 は10年1貢 にかぎ り,人 数200人,船 は2艘 に止め,軍 器 を携えないことであった。「永楽要
約」から足利義持(1386～1428年)が1419(応 永26)年 に明 との通商を拒絶するまでの15ヶ 年
(7)
問,規 定10年1貢 を越 える6回 の勘合船が派遣 され,明 使 も7回 に及んで来朝 している。 これ
を勘合船貿易第一期 と一般にいわれ,大 名船や寺社船ではなく幕府 自身が経営管理することを
特徴 としている。
1432(永 享4)年,足 利義教(1394～1441年)に よって,10年 間中断されていた明との通商
⑤ 「同書」37頁 。
⑥ 「同上書」41頁 。
(7)宮 本又次 ・内田勝敏著 「日本貿易人 の系譜」有斐閣,1980年14頁 。
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が復活 された。明 との盟約 「宣徳要約」が これで,10年1貢 で人数300人,船 は3艘 と永楽要約
を改めた。 この再開 日明勘合貿易は1547(夫 文16)年 足利義晴(1511～1550年)の 最後の遣明
船が派遣 されるまでの115年 間を第2期 勘合船交易時代 といわれる。この期の特徴は11回 の勘合
船の派遣の うち,幕 府船が7艘 で他は大名船 と寺社船であり,第4回 以後 は寺社船が消えて大『
名船だけになった。その大名船 も畠山,一 色,赤 松,山 名な どの船は少な くなり,兵 庫,博 多
を領有 していた大内氏 と堺港を守護 していた細川氏の独 占するところとな り,そ の後博多およ
び堺の商人が出資して日本国進貢船を派遣 した。 この遣明船の貿易品目は,輸 出品が刀剣 ・硫
黄 ・銅 ・扇 ・蘇芳木 ・蒔絵 ・屏風 ・硯などで,と くに刀剣は珍重され将軍か らの貢献方物,使
臣自進物,国 王付塔品のなかに必ず刀剣が含まれていたという。輸入品は糸 ・糸綿 ・布 ・錦繍 ・
水銀 ・針 ・磁器 ・古文銭 ・薬材 ・漆器などで,と くに主要な ものは銅銭(洪 武 ・永楽 ・宣徳な
(8}
どの明銭)で あった。
応仁の乱(1467～77年)の 後,勘 合貿易の実権が幕府から摂津・和泉の守護職細川氏 と周防・
長門 ・筑前 ・豊前を領国 とした大内氏へ移 った。細川氏 は勘合船の発着地兵庫b堺 を支配 し,
とくに堺の商人 と結んで日明貿易 を行い,一 方の大内氏 は博多 ・門司 ・赤間関(下 関)を 支配
し,と くに遣唐使以来の古 い貿易関係をもつ博多商人 と結んで 日明貿易を行 った。その両氏が
にんぽう
1523(大 永3)年 に明の寧波で貿易の利をめぐって激 しく対立 して武力衝突 し,後 に細川氏が
衰 えて 日明貿易 は大内氏が堺商人 と結んで独占体制 に移 った。 しかし,1551(天 文20)年 に大
内氏が滅亡 したため,1547(天 文16)年 の遣明船 を最後 に,大 名の勘合貿易 は断絶 してしまっ
た。
ない じ
これに併せて,公 式な日朝貿易 も衰微 した。朝鮮 との貿易は,富 山浦(釜 山)・乃而浦(著 浦)・
ぽ
塩浦(麓 山)の 三浦を貿易港 とし,勘 合符 に似た通信符 による貿易が行われ,宗 氏がこれを統
制 した。京城 と三浦に倭館が設けられ,日 本使節の接待 と交易の管理を行 った。輸入品には,
綿布が中心で朝鮮にんじんや大蔵経などがあり,輸 出品 には,銅 ・硫黄のほかに,琉 球貿易に
よる南海産の香料 ・薬種 ・染料などがあった。1510(永 正7)年 の三浦の乱以降,日 本人の居
留 をはじめ,通 信符貿易への制限 ・統制が強化され衰微へと向っていった。
この期の貿易で注目しなければならないのは琉球(沖 縄)の 明 ・朝 ・日本の仲介貿易であろ
しょうは し
う。琉球 は15世 紀はじめ尚巴志(1372～1439年)に よって小国家を統一 し,首 里を首都 とした
琉球王国を形成 した。琉球貿易の特徴は,明 ・朝鮮 ・日本さらにシャム ・スマ トラ ・アンナン
などの南海諸国 との仲介貿易である。絹織物 ・陶磁器などの明の産物や香料 ・染料などの南海
の産物を日本に,刀 剣 ・扇 ・硫黄などの日本の産物 を明 に,南 洋の産物を明や 日本 に,そ れぞ
れ転売するものであった。16世 紀 に入 り,中 国商人が南海貿易に乗 りだ し,さ らにポル トガル
が東洋に進出 してきた ことか ら,南 海貿易が急速 に衰退 し,中 国との朝貢貿易に依存すること
(8)「 同 上 書 」17頁 。
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にな り,仲 介貿易 も消滅 していった。
中国 ・朝鮮の勘合貿易や琉球の仲介貿易が断絶 してい くなかで,ポ ル トガルやイスパニアの
ヨーロッパ人 との 「南蛮貿易」が開始 され,日 本の政治 ・経済に大きな影響 をあたえることに
なった。1543(天 文12)年,ポ ル トガル人が大隅の種子島に漂着 し,日 本人がヨーロッパ人 と
接触 したはじめだといわれ,そ こで鉄砲 ・火薬 ・ガラス器な どを見聞し,ヨ ーロッパ を結ぶ新
しい貿易を求めた。 とくに,鉄 砲 ・火薬の伝来は,戦 国時代 に入 った戦国大名 には魅力あるも
ので,そ の普及 は戦闘法や築城術 に大 きな変化 を もた らし,そ れ を先見 したのが織田信長
(1534～82年)で あることは周知の通 りである。南蛮貿易は,日 中貿易が衰滅しその貿易の空
白を埋める仲介貿易 を特徴 として行われた。オランダ船は1557年 に割譲されたマカオを拠点 と
して,中 国の生糸 ・絹織物などを日本に持ち込み,日 本から銀 ・刀剣を入手 して中国に,本 国
リスボンから鉄砲 ・火薬 ・毛織物 などをインドの中継地ゴアを拠点に中国 ・日本に輸出し,ま
た,ゴ アに南海の香料な どの産物 を集め中国 ・日本へ輸出する仲介 ・三角貿易を行った。
南蛮貿易が本格的に開始されるまで,日 本の貿易は博多商人 ・堺商人を中心 とした私貿易が
活躍 した。商人たちは,対 明 ・朝の貿易の途絶を補 うために,琉 球船の仲介 を排 して直接南蛮
船 と交易 した り,直 接南海の諸港に伺って出帆する冒険商人 として活躍 した。博多 ・堺をはじ
め,平 野 ・京都 ・大湊の貿易商人が参加 し,さ らに新しい貿易港坊の津 ・平戸の商人たちが加
わって活動 し,莫 大な富を蓄えた。その巨富を背景 として貿易商人たちは,戦 国大名たちに中
立 と自治を認めさせた自由 ・自治都市を形成した。
こうした社会的背景のなかで進め られた民間貿易は,公 式の日明 ・日朝貿易によって輸入さ
れた中国の銅銭 ・生糸 ・絹織物,朝 鮮からのニ ンジン ・薬種 ・綿布∫琉球の仲介貿易による南
海からの磁器 ・絹織物な どが,日 本経済のなかに 「舶来物」商品 として定着 した ことから必要
とされた といえる。 しか し,そ の民間貿易船は,正 式の商取引が妨 げられていることから密貿
易 とな り,再 び後期倭冠の活動 を盛 んにした。その倭冠は密貿易者であり,海 賊でもあった。
その象徴 として,1544(天 文14)年 の明の海賊王朝が平戸 を拠点 とした交易活動のなかにそれ
をみることができる。その後期倭冠は中国人 ・日本人にポル トガル人が加わ り,中 国 ・朝鮮沿
岸から南 シナ海 ・南洋諸島 まで荒らしまわっている。この活動 も1570年 に明が潭州からの貿易
を公許 したり,南 蛮貿易が軌道 に乗るなかで衰えていった。
応仁の乱後の戦国時代に終止符を打った織田信長は,関 所の撤廃や楽市 ・楽座令政策 をとり
国内の商品 ・貨幣経済を前進 させ,対 外貿易政策では堺の今井宗久を懐柔 して堺商人 を屈服さ
せ,他 方でポル トガル との交易 を進めるために,京 都に南蛮寺(教 会),安 土 にセ ミナ リオを設
立することを許すなど貿易 と結びついたキリス ト教の布教 をも許 した。
信長の後継者 となった豊臣秀吉(1537～98年)は,信 長の全ての政策を継承 したが,対 外貿
易政策については修正を加えた。それは先にみた信長の貿易 とキリス ト教布教 と結びつけた政
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策 を1587(天 文15)年 にキ リシタン宣教師追放令を出し,貿 易 と宗教を分離した修正策をとっ
た。貿易政策については,南 蛮貿易を保護 して利益を独占 しようとする一方で,秀 吉は近隣諸
国に強圧的に入貢を要求 した。1587年 朝鮮 ・1591(天 正19)年 にポル トガルのインドのゴア総
督 とイスパニアのマニラのルソン総督 に入貢の国書をお くり,1593(文 禄2)年 には高山国(台
湾)に も入貢を促す国書をお くった。 この強圧的な要求はどの国からも無視 され,そ の怒 りが
朝鮮出兵に向けられてい くことになった。
この ころ,堺 ・博多 ・長崎の豪商たちは朝鮮や東南アジアに船を出し,海 外貿易 に再 びのり
だす ものが現われた。秀吉はこれを保護奨励するために,1588(天 正16)年 海賊停止令 を公布
して西国諸大名に海賊 を取 り締 まらせた り,商 船 と海賊船 を区別するために特定の商人や大名
に朱印状 を与 えて海外渡航を許可 した。いわゆる 「御朱印船貿易」のはじまりである。1592(文
禄元)年 にはじめて,秀 吉は長崎 と堺の富商に朱印状を与え,奉 書船(御 朱印船)を 設 けて海
外貿易 を奨励 し,そ の利益を折半 し,自 らも蓄えた銀を輸出するなどして,海 外貿易の利益に
着目していたと考えられる。
一方秀吉は,貿 易の重要性 とその裏面で進むキリス ト教の広が りを恐れ,1587(天 正15)年
につぎのようなバテレン追放令を発 した。
史料2.キ リス ト教宣教師追放令
一,日 本 は神国たる処,き りしたん国より邪法を役儀儀,は なはだ以て然 るべか らず候
事。
一,其 国郡之者を近付,門 徒にな し,神 社仏閣を打破之由前代未だ聞かず候。(中 略)
一,伴 天連其知恵之法 を以,心 ざし次第二檀那を持候 と思召され候ヘハ,右 の如 く日域
之仏法を相破事 に候条,伴 天連儀 日本之地ニハおかせ られ間敷候間,今 日より廿 日之
間二用意仕,帰 国すべ く候。(中 略)
一,黒 船之儀ハ商売之事 に候間,各 別に候之条年月を経,諸 事売買いたすべ き事。
一,自 今以後仏法のさまたげを成 さざる輩ハ商人之儀 は申すに及ばず,い つれにて もき
りしたん国より往還 くるしからず候条,其 の意を成すべ き事。
(9)已上
天正15年6月19日(松 浦文書)
この秀吉の宣教師追放令は日本が神国であ り,仏 法を守 るべ きことをあげ,神 社仏閣のキ リ
シタンによる破壊 を理由に禁止したのであるが,禁 教はするが貿易 は自由であり,そ のための
交通 は自由であることを訴えている。鎖国策に連なる最初のキリス ト教宣教師追放令 は,そ の
効果 を発揮することができなかった。 この条項にもあるように貿易船の来航 を自由にし,む し
ろ南蛮貿易 を奨励 していた秀吉は,宣 教師20日 以内の国外退去が不徹底 となった。 また,こ の




教 にもの りだ したことから,この条令は実効を欠いた要因かも知れない。しか し,秀吉は1596(慶
長元)年 のイスパニアのフランシスコ会の過激 な伝道 とサ ン=フ ェリペ号船員の植民地侵略発
言な どを理由に京畿地方の宣教師 ・日本人信者 など26人 を捕縛 し,長 崎で処刑 した。これを26
聖人殉教 とよぶが キリス ト教禁止令 ・鎖国政策 を予告するものであった。
2.鎖 国政策下の日本貿易
豊臣家が滅亡 して,江 戸幕府を形成 した徳川家康(1542～1616年)は,基 本的には秀吉の対
外交易政策 を踏襲 した。対外貿易を保護奨励 して外国人の来航 を歓迎 し,キ リス ト教の布教 も
黙認 した。そのために,秀 吉の入貢強硬外交政策をあらためて,朝 鮮出兵で断絶 した朝鮮 ・明
と26聖人殉教の事件で断絶 したイスパニアに国交回復をはかって使節を派遣 し,あ わせて朱印
船制度を告げた。1592(文 禄元)年 に家康 は,秀 吉が創設 した朱印船貿易 を明確に制度化 した。
朱印船は将軍 より海外渡航公許の朱印状 をもらって海外貿易に従事する貿易船であることとし,
貿易を幕府の認可制 にして統制 を加えた。幕府 は貿易地直轄領に組み入れ,長 崎に奉行所を設
け,糸 年寄 を定めて,輸 入品の価格その他 の貿易の管理にあた らせた。1604(慶 長9)年 か ら
1635(寛 永12)年 までの355通 の朱印状が交付 され,朱 印船主は大名 ・幕吏 ・豪商をはじめ外国
人を含めて100名 に及び,渡 航地は台湾 ・ルソンをはじめ東南アジア各地に及んだ という。
御朱印船の主な渡航者をみると,大 名 としては島津陸奥守 ・鍋島加賀守 ・加藤肥後守 ・大村
丹後守 ・松浦法印 ・羽柴越中守 ・五島淡路守 ・有馬修理太夫 ・亀井武蔵守 ・山口駿河守 などで
あり,寺 院 としては金地院 ・円光寺 ・豊光寺があ り,商 人 としては角倉了以 ・末吉孫左衛門 ・
末次平蔵 ・伊丹宗味 ・平戸伝介 ・大黒屋助左衛門 ・檜皮屋孫兵衛 ・浦井宗晋 ・皮屋助右衛門 ・
茶屋四郎次郎清延 ・田辺又左衛門 ・木屋弥二郎 ・船本弥七郎 ・小西長左衛門 ・高瀬屋新蔵 ・平
戸助太夫 ・長井四郎左衛門 ・大黒屋長左衛門 ・長崎喜安 ・長崎惣右衛門 ・原弥次右衛門 ・今屋
宗忠 ・大賀九郎左衛門 ・伊藤新九郎な どであ り,外 国人では林三官 ・四官 ・二宮 ・計泉 ・安当
仁 ・カラセス ・ヤ ヨウス ・チリンタン ・バテレントマス ・三浦披針(ウ ィリアム ・アダムズ)
⑩
などであった。
この家康の御朱印船貿易政策は,日 本人の海外渡航 ・移住 を推進 した。かれらは東南 アジア
の各地 に移 り住み,ア ユチヤ(シ ャム)の 山田長政 に象徴 される日本人町を形成 し,朱 印船物
資の買入れや積載品の販売にあた り,朱 印船貿易の隆盛に貢献 した。
朱印船貿易の発展 と海外 日本人町の活動によって,一 番大 きな打撃 をうけたのがポル トガル
の対 日貿易であった。そのうえ,ポ ル トガルの貿易 は明の国禁を破った中国人の密貿易;「 出
会貿易」によって,中 国の生糸(白 糸)な どが直接 日本 にもたらさせ るようにな り,対 日貿易
q① 宮本 ・内田著 「前掲書」41頁 。
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独占の利益は失なわれていった。1604(慶 長9)年 「糸割符制」の施行は,京 ・堺 ・長崎の特
定の商人 に白糸や端物の専売権を与 え,ポ ル トガルの白糸な どの独占貿易を破 った。 さらにポ
ル トガルの対 日貿易の衰退 に追い打ちをか けたのが,オ ランダ ・イギ リス商船の東洋進出であ
る。家康 と両国人 との接触 は1600(慶 長5)年 の さきのイギリス人アダムス(三 浦披針)・オラ
ンダ人 ヤン ・ヨースチンの両航海士 との引見 ・厚遇の態度 にはじまり,1609(慶 長14)年 オラ
ンダ ・1613(慶 長18)年 イギ リス船の来航 と平戸への商館設置を認め対日貿易を許 し,オ ラン
ダとの独占的貿易を幕府 として破棄 した。
この ころ,家 康 は貿易の利益を優先 し,キ リス ト教の布教 を黙認 してきた貿易 と宗教分離の
政策が危機的状態に落 ち入 っていった。1605(慶 長10)年 にはキリス ト教の全国信徒が70万 人
にものぼ り,キ リス ト教の神の前では平等 とする思想 と士農工商の封建的身分制を肯定する神
仏(儒 教)思 想 との矛盾 と危機 を感 じた家康は,1612(慶 長17)年 に直轄領にキリス ト教禁止
令を施行 し,江 戸 ・大阪 ・京都 ・長崎 にある教会 を破壊 し,キ リス ト教徒の迫害にの りだ した。
翌13(慶 長18)年 には,全 国にキリス ト教禁止令 を広げ,翌14年 にはキリシタン大名の高山右
近や京阪地方の宣教師たちをマニラ ・マカオに追放するなどの迫害 を強めた。
一方,家 康は1609(慶 長14)年 に大船禁止令を公布 し,西 国大名 に500石 以上の大船をつ くる
ことを禁止 して御朱印船貿易 を制限 した。さらに,御 朱印船政策は幕府の直轄都市京都 ・堺 ・
長崎の豪商 に限 り,諸 大名 と外国 との交渉を断ち切 り,貿 易の利益 を独占する策 でもあった と
いえる。
1616(元 和2)年 家康が死に秀忠が将軍 となるとキリス ト教取締 りは一層強化 され,貿 易に
も厳 しい制限を加 えた。1622(元 和8)年 堺商人平 山常陳の朱印船に宣教師2名 が潜んでいる
のを摘発 し,平 山 ・宣教師 ら14名 を処刑した。これを元和の大殉教 とよんでいる。その結果,
1624(元 和10)年 にはイろパニア船g来 航を禁止 し,ル ソンとの国交 を幕府 は断絶した。さら
に,イ スパニア ・ポル トガルだけでな くオランダ ・イギ リスの貿易にも制限を加 え,貿 易港を
平戸 ・長崎の2港 に限定 した。
この ような幕府の動きのなかで,ヨ ーロッパ諸国のアジア貿易をめ ぐって,抗 争が行われた。
オランダは1622(元 和8)年 に台湾 を拠点 として,マ カオを拠点 とするポル トガル船 を襲 うな
どはげ しい抗争 を繰り返 した。オランダに遅れてアジアに進出 したイギリスは,ポ ル トガル ・
オ ランダとのアジア貿易 との競争に破れ,1623(元 和9)年 に平戸の商館を閉鎖 して自発的に
日本か ら退去 し,イ ン ドと本国 との貿易に専念することになった。 したがって,そ れ以後日本
と通商貿易 を続けたヨーロッパ諸国では,ポ ル トガル とオランダの2国 となった。
1632(寛 永9)年 秀忠が死 に,家 光の時代に入 るとキリス ト教禁止 と貿易統制はますます厳
しくなっていった。1631(寛 永8)年,家 光 は奉書船の制 を定めて,海 外渡航の際には朱印状
に加 えて老中奉書 をもつことにし,朱 印船貿易を制限した。これに合せて糸割符制を整備 し,
(37)鎖 国政策下の日本貿易37
従来の輸入生糸を京 ・堺 ・長崎のほか江戸 ・大阪を加 えて 「五 ヵ所商人仲間」に独 占的に購入
させ,ポ ル トガル船だけでなく中国船にも適用することにした。さらに,1633(寛 永10)年 に
は,奉 書船以外の海外渡航 を禁 じ,海 外在住5年 以上の日本人の帰国 を禁止 し,1635(寛 永12)
年には日本人の海外渡航 と海外在住 日本人の帰国をすべて禁止した。 また,1636(寛 永13)年
には長崎の海中を埋めたてた 「出島」が完成 し,ポ ル トガル人 をここに移転させた。
一方のキリス ト教の弾圧も厳 しさを加え,1626(寛 永3)年 より 「踏絵」を利用して信者の
発見 ・宣教師や信者の密告を奨励するなど幕府の対応は厳 しくなった。 とくにキ リシタン大名
の有馬晴信旧領肥前島原 と小西行長の旧領肥後天草の地に対するキリス ト教の弾圧 ・重税など
の圧政 を行った。1637(寛 永14)年 の天草四郎 を主将 とした農民蜂起の島原の乱に連なる。こ
の乱は5ヶ 月を要して鎮定されたが,幕 府はキ リス ト教徒の結束 と強い抵抗を味わった ことか
ら,1640(寛 永17)年 には宗門改役 をおいて,宗 旨人別帳(宗 門改帳)を つくり,国 民に寺院
に属 させる寺請制度を実施 しキリシタン追放策 を強化 した。1644(正 保元)年 にはこれを全国
に実施することにな り,キ リス ト教 を国内から完全に根絶す る政策をとった。
幕府 は島原の乱鎮圧の翌1639(寛 永16)年 にポル トガル船の来航を禁止 し,キ リス ト救国と
の国交 ・貿易 を完全に絶ち,キ リス ト故国に関係のないオランダ ・中国船 のみに限定 した。そ
のオランダ ・中国の貿易 も厳しい統制が加えられた。1641(寛 永18)年 には,平 戸のオランダ
人に長崎出島に移転することを命 じ,糸 割符制 を両国に も適用 させ,出 島においてのみ貿易を
許 した。




一,異 国之 日本之船遣之儀,堅 く停止の事。
一,日 本人異国之遣 し中間敷候。若忍ひ候而乗渡る者於有之ハ,其 者ハ死罪,其 船船主共二留
置言上可仕事。_
一,異 国之渡 り住宅仕有之日本人,来 り候ハ,死 罪可申付事。
一,武 士之面々,長 崎におみて異国船荷物,唐 人よ り直二買取候儀,停 止事。
一,異 国船つみ来候 白糸,直 段を立候而,不 残五ヶ所其外書付之所,割 符可仕事。
一,糸 之外諸色之儀,糸 之値段極 り候而之上,相 対次第商売可仕。(徳 川禁令考)
おわん
一,自 今以後かれうた渡海之儀,停 止せ られ畢ぬ。此上若差渡 におみては,其 船 を破却 し,井
⑪
に乗来者,速 に斬罪に処せらるべき旨,所 被仰出也。傍執達加件。(寛 永 日記)
この鎖国令はポル トガルの日本貿易独占の排除 とキリス ト教禁止を主 目的 としているが,貿
G1安 藤達朗 「前掲書」(史 料29),561頁 。
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易その ものを閉 ざすものではなく,ポ ル トガル貿易に変 って,新 しいキリス ト教 と関係のない
オランダ ・中国との交易 を進 めることであった。幕府はポル トガル貿易の代替物 をオランダ ・
中国 に求め,代 替物の筆頭 としての生糸(白 糸)の 輸入 も安定 して行われていることか らも幕
府の意図 を解することができる。 この条項によって日本船の全面渡航が禁止 され,一 般国民 は
諸外国 との接触 は完全に閉 ざされた。 しかし,幕 府は東南アジアやヨーロッパの海外事情 を年
1回 オランダ商館長か ら報告をうけたが,総 体として日本は世界の動 きからはなれ,孤 立する
ことになった といえるだ ろう。
1)糸 割符仕法(商 法)
中国 ・オランダの二国のみが交易を許 されて,他 国との交易 を断った鎖国体制に入った日本
貿易 は 「糸割符仕法」で行われた。
糸割符制の創始は先 にみた家康が,1604(慶 長9)年 に制定 した。その背景をみると16世紀
後半,中 国の鎖国によって日中貿易が途絶 し,中 国からの生糸(白 糸)輸 入はマカオに基地 を
もつポル トガル商人の手 を経 て,日 本 に持ち込まれることとなった。生糸は当時の日本の需要
の高い輸入商品 として,日 本商人間の競争によって,ポ ル トガル商人に巨額 な利潤 を提供する
結果 となった。そこで家康は,京 都 ・堺 ・長崎の豪商を説得 して,ポ ル トガル船搭載の白糸を
共同出資で買い取 り,こ れを国内の需要に応 じて販売する糸割符仲間への白糸 ・端物の専買権
を与 えた。 これが糸割符商法の成 りたちであ り,以 来,購 入価格 を糸割符の代表(年 寄・宿老)
が決定 して買いたたき,貿 易の利益 は幕府 と糸割符仲間商人の手 に入るようになった。 この貿
易仕法は,は じめは長崎におけるポル トガル船との貿易取引 きの方法 として用いられ,寛 永 中
期には唐船 との貿易に適用 され,鎖 国体制下には唐船 ・オランダ商館取引きに用い られた。
鎖国体制が成立した当初の長崎貿易の輸入品は,白 糸(中 国産の生糸)と 平貨物(白 糸を除
く輸入品)に 大別 され,白 糸については江戸 ・京都 ・大阪 ・堺 ・長崎の5ヶ 所の商人によって
組織 された糸割符仲間の一括独占購入 して取引され,平 貨物は諸商人の自由相対売買取引方法
をとった。 ・. .
ここで 白糸貿易仕法の流れをみてみると,ま ず,5ヶ 所の糸割符仲間か ら糸年寄を選び,5
ヶ所年寄 は毎年7月 までに長崎に赴任 し,奉 行所の許可 をうけて外国商人 と白糸価格の折衝役
ね ぐみ
を務 めることになる。白糸価格の折衝を 「白糸直組」 といい,そ れが終了 し輸入価格が決定 す
るまで,糸 年寄以外の諸商人 は長崎市内に立入ることがで きず,平 貨物の取引 きもで きなかっ
た。 したがって,日 本の諸商人 と外国商人 との相対による平貨物取引は,白 糸の輸入価格が決
02)
定後 に行われた。
つぎに,糸 割符仲間に一括購入 された白糸の流れ をみると,一 番目の配分は現糸配分 といわ
α2>太 田勝也著 「日本貿易史の研究」近世,1980年,橘 書院,2頁 。
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れる幕府呉服所 と分国配分 といわれる九州地方の筑前博多 ・筑後(久 留米 ・柳川)・肥前佐賀 ・
対馬 ・豊前小倉 ・肥前平戸 ・長門下関に行われ,二 番 目に残った白糸を5ヶ 所糸割符仲間に配
分する。 これを題糸配分 という。その取引は,白 糸現物で行われたのではな く,白 糸売却 によ
る利益銀 を配分するという方法が とられた という。糸割符仲間商人はオランダ商館の白糸パン
カ ド価格 と国内の白糸需要者への売却価格の差益銀 を所定の比率によって配分 した。 これを糸
ますがねa:)
割符増銀 という。白糸割符商人の利益が大 きかったのは,16世 紀後半の慶長期末か ら17世紀中
葉の元和 ・寛永期にかけて,最 盛であったといわれている。 白糸の配分比率が糸割符商人の利
益配分 となる。その現糸配分 は白糸の掛 目160目 を1斥 とし,さ らに,50斥 を1丸 とした単位で
配分比率を決定した。幕府呉服所60丸,博 多12丸 半,久 留米(柳 川)5丸,対 馬2丸 半,小 倉
1丸 半,平 戸10丸,下 関3丸 ずつ分国配分 し,残 りの白糸を堺120丸,江 戸100丸,京 都100丸,
長崎100丸,大 阪50丸 の5ヶ 所 白糸割符仲間に配分 した。独 占的白糸購売権をもった糸割符仲間
商人の巨大な利潤 と合せて,幕 府 も大 きな利益 を得た。幕府は外国交易に明るい代官を長崎奉
行 として派遣 し,糸 年寄 と共に輸入品の価格その他の貿易の管理 にあた らせ,西 南諸大名に対
しては,外 国船の渡来を必ず長崎奉行 に連絡させ,将 軍の必要品を優先的に購入する権利を行
使 させた。その結果,幕 府 自身幕府呉服所の白糸を京都で利益 を得,一 方で大砲や船などの軍
需品を独占的に買付けるなど,糸 割符制を幕府 は政治 ・経済の利益の獲得に利用 した。
この膨大な利益をもた らした糸割符仕法 も1655(明 暦元)年 一時廃止 され ることにな り,
1683(貞 享2)年 に復興 されるまでの30年 間中断 されることとなった。
それは白糸割符商法の盲点を中国唐船(鄭 成功の孫)に 白糸取引でつかれたことによる。白
糸輸入価格は毎年春季 に標準価格 を決定 し,こ の価格を一年間据えおいて割符仲間商人の独占
価格 を維持する方策 とした。唐船の新宮は この価格決定を逆手にとり,春 季の価格決定時には
白糸を少量持 ち込んで輸入価格 をつ りあげ,そ れ以降多量の白糸 を持ち込んで糸割符商人に春
季の価格で引 き渡 し巨利を占めたのである。一方の糸割符商人は多量の白糸が市場 に出た こと
か ら価格が下落 し,大 きな損失を被 り,幕 府に慣例の白糸輸入価格決定方法の改革 を迫るほど
の大 きな痛手 をうけた。今 までの価格決定は糸割符仲間特権に依存 した独 占価格であり,白 糸
の需要供給の経済法則を無視 した ものであった。
そこで幕府 は,唯 一の貿易港長崎の貿易を守 るため,銀5,500貫 目を支出して滞貨した 白糸を
購入 し,糸 割符商法を廃止した。
2)相 対売買仕方 ・貨物市法(市 法商法)
1655(明 暦元)年4月,糸 割符仕法が廃止されて,長 崎の対外貿易は,商 人間における 「相
対売買仕方」に変った。 この仕法は売手 と買手の商人が相対で談合のうえ,売 買価格 を取 り決
q3>「 同上書」3頁 。
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めた取引商法である。 したがって,こ の商法は幕府の規制が加 えられない相対 自由売買商法 と








































注1.「 長崎記」より作成4.売 高=輸 出高
2.太 田勝也 「日本貿易史の研究」近世より引用5 .買 物高=輸 入高
3.糸 割符期=1648(慶 安老)年 ～7年6 .遣 捨高=滞 在経費高
相対前期=1659(明 暦元)年 ～7年
相対後期;1662(寒 文2)年 ～10年
この表で もみられるように,売 高(輸 出高)は 糸割符期を100と して1年 平均19,424貫416匁
.に対 し,相 対前期には1年 平均26,161貫898匁 であ り,相 対後期では1年 平均25,127貫288刃 と
な り,1年 平均 を対比す ると糸割符期100に 対 して相対前期134・後期129と な り,相 対期 として
は輸出高31パ ーセン ト増加 している。 とくに1660年 前後の万治元年か ら寛文2年 をピークとし
て輸出高が上昇 し,相 対売買貿易が盛 んに行われた ことを示 している。
つぎに,銀 輸 出高の変動についてみると,糸 割符期の1年 平均10,338貫163匁 に対 して相対前
期 は17,684貫997匁 で後期では9,447貫156刃 である。 この比率 は糸割符期100に 対 して相対前期
171で 後期 は91と なり,糸 割符期に比べで前期の銀 の輸出が71パ ーセン ト増加 し,逆 に後期には
9パ ーセン トの減少 となっている。後期の減少は金輸出が行われるようになったことに起因す
るだろう。先の輸出高の上昇に比例 して銀輸出も上昇 している。
買物高(正 貨金 ・銀以外の物による輸出高)は 糸割符期 を100と して相対前期104,後 期85と
な り,糸 割符期 に比べて相対前期 には4パ ーセン トの増加がみられ,後 期では15パ ーセン ト減
少 となっている。正貨以外の物による輸出は,糸 割符仕法から相対売買 に移っても大きな変動
のないことを物語っている。
遣捨高(唐 船 ・オランダ船の商人 ・船員の長崎滞在費)に ついてみると,糸 割符期100と し
て,相 対前期57,後 期111で あ り,糸 割符期に比べて相対前期 には43パ ーセントの減少 となり,
後期では逆 に11パ ーセン トの増加 となっている。外国船の貿易経費が輸出額 と反対の傾向を示
していることに注目したい。
最後 に金輸 出をみると相対後期に銀輸出禁止令 による銀輸 出の減少 と比例 していることを示
している。
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ここで,同 じ資料によって,唐 船 とオランダ商館 との貿易を比較 してみたい。
表2.唐 船への1年 平均輸出高および3期 の比率



































注1.「 長崎記」 より作成4.売 高=輸 出高
2.太 田勝也 「日本貿易史の研究」近世 より引用5.買 物高=輸 入高
3.糸 割符期=1648(慶 安老)年 ～7年6.遣 捨高;滞 在経費高
相対前期=1659(明 暦元)年 ～7年
相対後期;1662(寒 文2)年 ～10年
表3.オ ランダ商館への1年 平均輸出高および3期 の比率



































注1.「 長崎記」より作成4.売 高=輸 出高
2.太 田勝也 「日本貿易史の研究」近世より引用5.買 物高=輸 入高
3.糸 割符期=1648(慶 安老)年 ～7年6.遣 捨高=滞 在経費高
相対前期=1659(明 暦元)年 ～7年
相対後期=1662(寒 文2)年 ～10年
表2に みられるように唐船の輸出高は,糸 割符期 に比べて相対前期では46パ ーセ ント増加し,
相対前後期で31パ ーセントの増加 となって,相 対売買仕方貿易が有利に働いていることが示さ
れている。 これに対 して,表3の オランダ商館の輸出高は,糸 割符期 と相対期 と比較すると唐
船 と同じように31パ ーセン トの増加がみられるが,唐 船は相対前期に輸出高が急伸 しているの
に後期は減少 しているのにオランダ商館では後期の方が輸出高が逆に伸びている。銀輸 出では
唐船が糸割符期100に 対 して184と 相対期 に増大 し,前 ・後期で84パ ーセン トの増加 して,と く
に後期は143パ ーセン ト増 となる特質を示 している。これに比 してオランダ商館の銀輸出は,逆
に糸割符期100対 相対前期97,後 期56と 相対期には大巾に減少 している。相対期後期 には銀の輸
出から金解禁による金輸出の受入れにあった ものと考えられる。正貨以外の物 による 「買物」
は,唐 船では相対売買期 になって34パ ーセン ト減少し,オ ランダ商館では相対前期 には僅かに'
増加 しているが後期には6パ ーセン トの減少をみせている。商人 ・船員の滞在経費 「遣拾」で
は,唐 船が相対売買期になって34パ ーセン ト減少しているのに対 しオランダ商館では前期に43
パーセン トの減少 となったが後期 には11パ ーセント増加 している。 この ことについて,太 田勝
也氏 は両国船来航数 と比較検討 されて,唐 船来船数糸割符期 と比較 して,相 対前期2パ ーセン
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ト,後 期32パ ーセン ト減少 となっており,前 述の唐船輸 出額が相対売買期に31パ ーセント増加
となっていることか ら,相 対売買 となって以降,唐 船1隻 に対する輸出額が著 しく増加 してい
U4
るという現象が明らかとなると説明されている。
以上の 「糸割符期」.と 「相対売買期」 との資料分析か ら明 らかにみられるように,幕 府の干
渉 ・規制 のない相対売買貿易は中国 ・オランダ両国とも輸出入が拡大 し,大 きな発展を示 した
といえるだろう。しかし,そ れが幕府 としては代価決済のための金 ・銀 ・銅の海外流出の激増
をもた らし,こ れを抑制 ・統制 して国内使用の金 ・銀 ・銅不足 を補う政策 を急務 とした。
幕府は1672(寛 文12)年 に 「貨物市法」を制定し,「相対売買仕方」から 「貨物市法売買仕方」
に改 め,会 所貿易と呼ばれる貿易の規制にの りだ した。 この貨物仕方を定めた貿易改革令は,
つぎの7ヶ 条からなっている。
第1条,国 内諸貿易商人の長崎到着の 日を7月5日 以前と規定 し,貿 易商人本人が長崎に下
り,原 則 として手代など代理 を認めないこと。この規定は今まで5ヶ 所糸年寄が7月20日 であ
ったのを5月 に変更 し,こ れに遅れたものには入札 に参加 させないことと代理は認めないこと
を規定 し,相 対貿易で消滅 していた貨物商人の長崎への参着期 日など厳 しく規定す るなど貿易
仕方 を規制 した。
第2条,貿 易商人 は7月5日 までに長崎奉行所 に名を記帳 し,そ の順序で貨物購入 をし商人
の分限に応 じて輸入価格を入札することを規定している。
第3条,口 銭銀について,唐 船は従来通 りとし,オ ランダ商館についても今後唐船同様 に口
銭を取 ることを定めた。
第4条,オ ランダ商館 との金(小 判)の 輸出価格についての規定であ り,従 来小判1両 を銀
58月 替であったのを1両68月 替 とする金 ・銀の交換比率に定めた もので,こ の公定交換比率 に
よって,古 銭銅 ・小間物 ・染物な どの輸出,出 島宿賃 について損失のないよう付記 している。
第5条,唐 人に対する貿易決済 を銀で行 ってよいことを規定 した もので,そ れは唐人が日本
より小判1両 を銀58月 替で輸入 しているが,こ の金 ・銀交換比率では唐人側の利益が薄いため
金の輸入 を好 まなかったことによる。金の輸入を希望する時は許可することも付記 している。
第6条,輸 出金 ・銀の交換比率か らくる輸入品の市価騰貴 を抑制するため,日 本商人の金 ・
銀交換の比率 は上方 ・長崎などにおける時価によることを規定 した。
第7条,こ の法規に対する違反者の処罰 については長崎の者 は10里 四方の追放,他 国の者 は
長崎貿易 に参加することを停止するとの規定である。(『徳川禁令考』 より)
この規定による貨物市法による会所貿易が1671(寛 文11)年 の38番 唐船 より実施 された。 そ
の貿易仕方は中国船 ・オランダ船が入航すると,日 本貿易商人(5ヶ 所商人)が 商品を鑑定 し
て評価 し入札 させ,最 高値か ら第3値 までの平均価格を奉行が確認 して唐商人に提示 し,売 却
q心 「同上書」56～7頁 。
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に合意 した場合 にその商品を購入することとなる。つぎに,そ の輸入商品について購入希望す
る日本商人に入札 させ,高 札3番 までに落札 させて唐商人へ支払いを行 った。 この過程 におい
て,唐 商人からの購入価格 と国内商人の落札価格 との問に差益が生ずる。それを 「間銀」と呼
び,38番 唐船では48貫161刃7分7厘 の差益があった という。この間銀を長崎内町・外町に配分
され,そ の内訳は長崎地下民(内 町 ・外町)へ の配分が全体の58・56パ ーセン トを占め,あ と
は地下役人(代 官 ・町年寄 ・常行司 ・内町 ・外町行司 ・籠屋医師)が40・46パ ーセン ト,御 用
物の目利商人はわずか0,69パ ーセントにす ぎず,約6割 が長崎市民への個別配分にあて られ,
US
残 りの4割 が役料 にあてられている。
この34番 唐船に試験的に行われた貨物市法は多 くの問題 を残 し,それを修正 しながら1684(貞
享元)年 に廃止されるまでの貿易仕法であった。その仕方の成果 をみると,第 一の目的であっ
た唐人商 に移行 していた貿易取引 きの主導権を日本方に取 り戻 し,輸 入価格 を引 き下げて輸出
額をも縮少し,銀 の輸出を抑制する効果をあげたといえる。その貨物市法が何故廃止されたの
であろうか。
『崎陽群談』によれば,貨 物市法は貿易統制策 としては良法であったが,こ れに対抗 して中
国船が薄利多売の方法 をとってきたため金 ・銀の流出はおさまらず,更 に貨物市法によって長
崎奉行以下の者が,全 て結構ず くめになっていて,そ れに関する良からぬうわさがたっている。
⑯
そのため,こ のような虚説が広がるようでは困 るとの理由で廃止された と述べている。 この長
崎奉行大岡備前守が書いた といわれる 「崎陽群談」の史料を科学的に検討するのは難 しい とさ
れているが,中 国商人の薄利多売仕方は相対売買仕方時の対応か らみて考えられるし,輸 入価
格決定などに強い権限 をもっている奉行をはじめとした役人の汚職の蔓延は想像される。
3)御 定高仕方 ・銅代物替 ・長崎会所貿易
貨物市法の廃止 によって行われた貿易仕方は1685(貞 享2)年 の 「御定高制度」の幕府の令
状によるものである。この制度は年間貿易額の リミットを規定 した もので,唐 船は銀高6,000貫
目,オ ランダ商館は銀高3,000貫 目とし,1カ 年 における貿易取引きの最高限度 を定めたもので
ある。その目的は金 ・銀の国外流用 を防 ぐことを第一 としてお り,そ の貿易仕方は糸割符仕方
を復活 させ,基 本的には相対売買であ り,1船 ごとの割付仕方を適用 し,1船 割付高の総額が
6,000貫 目を超過してはな らない とした。 とくに唐船については取引期 を春 ・夏 ・秋の3期 に分
けて貿易額を定め,そ れを更に1船 ごとに割付 ける仕方をとった。
この御定高制度の成果について,資 料検討された太田勝也氏は,オ ランダ商館 ・唐船側の資
料 と日本の 「交易覚書 ・通事会所目録」などの資料 との間に数値による開きがあり,種 々の疑
(15)「 故家所蔵異国商売之旧記」の資料よ り。太田勝也 「同上書」83頁 。
(16)『 崎陽群議』中田易直校訂,42～3頁 。太田勝也 「同上書」110頁 参照。
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問が残 るが,貞 享(1684年)か ら正徳(1715年)期 における御定高制度の実施期間には日本側
の資料 でみる限 り,実際の取引きでは1685(貞 享2)年 に定められた唐船銀高6,000貫 目,オ ラン
(1η
ダ商館銀高3,000貫 目の年間貿易額の リミットが守 られていた と判断されるといわれている。し
たがって,多 量の金 ・銀の国外流出を防 ぐことの 目的が果された といえるし,糸 割符仲間の管
理貿易仕方も守 られたと考えることができる。
どうしろものがえ
1695(元 禄8)年 より,御 定高貿易の枠外で銅 を対価 とした 「銅代物替」貿易が始められた。
その背景 には,大 阪泉屋(住 友前身)の 予州別子銅山など国内銅産額が元禄期 には約900万 斥 に
ものぼ り,そ のうち約500万 斥か ら600万 斥前後が輸出銅に供給されていた という。したがって,
G8)
輸入定額唐船 ・オランダ船合わせて9,000貫 目の約3分 の2を 占めた ことになる。
1694(元 禄7)年,江 戸の商人伏見屋四郎兵衛が運上金1,500両 の条件で,中 国船・オランダ
船の売残商品元価銀1,000貫 目分 を銅で交易することが許され,翌 年には伏見屋に運上金1万 両
の条件で5,000貫 目分の銅代物替が許 された。1697(元 禄10)年 にはこの権利が長崎町年寄高木
ほしあわび ふか
彦右衛門の手に移 り,1698(元 禄11)年 には運上金2万 両の条件で,俵 物(乾 飽 ・鱗ひれ等)
や諸色(昆 布等)の2,000貫 目分の取引が認められた。 これは,代 物替つまり金 ・銀 ・銅以外の
商品によるバーター的取引がはじめて公然 と認め られたことでもあった。それは要するに金 ・
銀 の流出を防止 しなが ら,貿 易制限の枠を少しで も拡大 して外国貿易への要望をいくらかでも
⑲
緩和 し,密 貿易を少 しでも防止 しようとして取られた処置である。
1697(元 禄11)年 以降の長崎貿易を 「会所貿易」 といわれ,長 崎会所 を中心 として行われた。
会所な支払銀の準備 ・輸 出銅の集荷 ・俵物諸色の調進に努め,輸 入額に見合う銅 ・俵物を供給
して輸 出入業務 を行 う場であ り,貿 易の官営的形態 を成立することにあったといえる。1696(元
禄10)年8月 貿易仕法の改正令 を出 し,5点 の長崎貿易の改革を示 した。第1点 は今まで分散
的に行われていた貿易取引 きを改めて,所 定の役所(長 崎会所)で 行わせた貿易 によって生ず
る利銀を幕府の所有 として,幕 府から長崎地下民 に貿易の必要額を 「公儀御紋」とい う名 目で
与 えることとした。第2点 は銅代物替 についての改正であ り,今 まで1年 を単位 とした銅代物
替 を制度化 して5,000貫 目分 を以降長崎地下の支配 として行わせ,そ の利銀中より会所は長崎地
下民に1万 両 を与えて,他 の3万5,000両 を上廻る利銀 を幕府が吸いあげることを目的 とした。
第3点 は糸割符についての改正であ り,今 までの分国配分を廃止 し,長 崎会所 と代物替会所に
輸入生糸を一般の輸入貨物 と同じ扱い とされ,そ の利銀 は長崎会所の利銀 として処理 されるこ
とになった。第4点 は御用菓子屋の砂糖の買付けの便宜な ど,幕 府御用達商人への保護 を目的
(17)太 田勝也 「同上書」第4章 「御定高制度の創始 と展開」113～163頁 参照。




としたものであった。第5点 は輸出銅に関するもので,幕 府か ら銅貿易株(鍋 屋仲間)を 長崎
廻銅の独占請負を今度 は江戸の商人桔梗屋ヌハ ら3名 に,年間1万6,000両 の運上金を条件とし
て,長 崎廻銅の請負を許可 し,以 降7ヶ 年の一手請負が認められた。 しか し,輸 出銅の確保は




金の収入財源 としての 目的は達せ られたが,貿 易の成果 は十分には達成 されなかった。その要
因 として,第1に 輸出銅の確保が十分でな く,そ のために輸入が十分に行われず輸入商品の価
格が騰貴 し,そ れに誘導されて国内の一般物価 も騰貴 した。さらに,貿 易が減少 し長崎地下へ
の利銀 も減少 し,密 貿易が増大した。
この状況を打ち破 るために幕府は,朱 子学者新井白石 を中心に1715(正 徳5)年 に長崎会所
貿易のつぎの諸点の改正を行 った。
1.唐 船の数を年に30隻 とし,銀 高を6,000貫 目とし,そ の うち銅は300万 斥 とする。ただし,
6,000貫 目の取引終了後は,俵 物 ・諸色による商売を許すが合計9,000貫 目を超えてはなうない
こと。
2.オ ランダ船は年2隻,銀 高3,000貫 目とし,そ のうち銅は150万 斥 とし,信 牌 を持たない
船は貿易を許 さないこと。
3.長 崎への廻銅は年400万 斥か ら450万斥 とすること。
4.従 来の取引法 ・商人の相対入札商売の代わ りに年番町年寄以下の干与する値組商売 とす
ること。(『通航一覧』)
この 「正徳の新例」は,銀 の流出を抑制する ともに,長 崎会所による貿易の官営的管理を信
牌制や値組制の採用によって強化することを狙 った ものといえるし,総 合バーター制 ともいう
⑳
べき取引方法 と官営的経営形態 も,こ の例によって整備 され確立 された といえよう。 この規定
は,そ の船数 ・歳額など時代の変化のなかで制限を強化されなが ら幕末の5ヶ 国条約で解消さ
れるまで維推され適用されている。 このことか ら,長 崎会所貿易 と長崎運上金制度は,鎖 国時
代の外国貿易における官営的経営の集約 とみることがで きる。
鎖国政策 によって形成 された幕府の貿易政策の基調 について,太 田勝也氏はつぎの2点 を指
摘 される,そ の1点 はキ リシタン禁制の徹底 を図ることにあり,幕 府の直轄都市長崎で貿易活
動 を通 じてキリシタン関係の文物の流入,宣 教師 との接触を完全 に断つことを目的とした。第
2点 は主要な対外貿易を幕府の直轄都市で行わせ,そ の管理 ・運営を幕府 自身が確実に把握し
ω
てお くことにあった と考える。 これを分析基調 としてみると,キ リシタン禁制政策では長崎奉
(2① 永積洋子 「大阪銅座」(『日本産業史大系6』)所 収,409～410頁 。
⑳ 沼田次郎 「前掲書」61頁 。
(勿 太田勝也 「前掲書」263頁 。
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行所の船中改めが徹底的に行い,輸 入書物 に大音寺に改め役を命 じ,唐 人 目明し役 を整えなが
ら,幕 府は長崎での水際策 をとった といえる。つぎの第2点 の幕府の貿易管理支配体制の問題
では,糸 割符商人(5カ 所商人 ・長崎町人)を はじめとした御用商人 との運上金制度 などの特
殊 な結びつきによって,幕 府自身御用物(白 糸 ・反物 ・薬種 ・荒物)を 直接売却 して利益を目
当て とした経済行為は行われず,そ れぞれの貿易仕法のなかで貿易商人からの運上金上納を幕
府収入 としたことが明 らかになった。 したがって幕府の貿易官営的形態は,奉 行の監督が形式
的で,実 権は会所役人を兼職 した町年寄や他役人の掌中にあったと考えられる。
しか し,こ の幕府管理貿易政策に対 し,対 馬藩 と朝鮮貿易 ・薩摩藩 と琉球貿易の例外的貿易
仕方について,み てお く必要があるだろう。
対馬の宗氏 を介しての朝鮮交易 は,文 禄 ・慶長の役によって破壊 された日鮮関係を1609(慶
長14)年 に対馬 と朝鮮 との友好条約(已 酉条約)の 成立 を機に展開された。対馬藩は幕府 と朝
鮮問の交隣関係 を修復 し,両 国間の外交事務 を幕府から許 され,釜 山に貿易船を派遣 して朝鮮
貿易をも許されていた。1636(寛 永13)年 通信使の来朝 を機に,将 軍家光に謁 して日鮮関係を
旧に復 し交隣関係を築いた。その後9回 にわたって朝鮮通信使が来朝 し,1711(正 徳元)年 に
は新井白石の朝鮮使節の待遇を簡素化 し,国 書の将軍の呼称 を日本国大君から日本国王に改め
るなど対外的 にも威信 を強化するなどして日朝間 の外交関係が復交した。
これに合わせて,対 馬藩を介 しての 日朝貿易も復元された。公私貿易が許 され,日 本から銅
をはじめ藤木 ・水牛角 ・胡椒 などで朝鮮からは木綿 ・白糸 ・米 ・人蓼などの交易が盛んになつ.
た。 しか し,1715(正 徳5)年 の銅輸出の制限によって,日 朝貿易が衰えていった。 日朝 との
交流は,貿 易への経済目的よりも武士道の儒教的国家観念などの学者 ・文人 との交歓 を通じて
の文化的導入の意義が大 きかったといえる。
つぎに,島 津藩を介 しての琉球貿易については,1609(慶 長14)年 対朝政策 と同様家康の近
隣諸国招諭外交政策を許否 した琉球への武力討伐 の結果生まれた。幕府は琉球を島津藩の領土
として認め,直 接政治的にも経済的にも交渉相手 としなかった。島津藩 は琉球に対 し領土 とし
て貢納(12万3,000石 高)を 負担させ,中 国貿易を琉球の進貢船 を利用 して利益を収めた。その
進貢船貿易は,貿 易資金 としての渡唐銀 を薩摩藩が負担 し,白 糸を輸入 し銀を輸出し,藩 財政
の窮乏 を救った。 この琉球 を通 じて行った進貢貿易によって多 くの利益 を得,さ らに琉球から
の砂糖 をはじめ として特産物の貢納による財源は大 きいものがあった。 この薩摩藩の琉球を介
しての中国 との進貢貿易 と対馬藩の朝鮮貿易は,鎖 国政策下の幕府の独 占的官営貿易形態のな
か特殊 な形の貿易が進められたことは注 目される。
鎖国体制下の貿易形態を見てきたがその体制が崩れはじめるのは,1854(安 政元)年 の開国・
日米和親条約の締結によることはいうまで もない。'
